
ボーナス・定昇カットは不当労働行為だ！
名古屋地本カット地労委証人審問終わる！

名
古
屋
地
本
が
進
め
て
い

る
「
カ
ッ
ト
地
労
委
」
は
、

８
月

日
に
行
わ
れ
た
第
７

10

回
証
人
尋
問
で
、
申
立
人
組

合
と
被
申
立
人
会
社
全
て
の

証
人
調
べ
が
終
了
し
、
区
切

り
が
つ
き
ま
し
た
。
こ
の
日
、

名
古
屋
地
本
は
金
山
・
れ
あ

ろ
で
「
愛
労
委
勝
利
！
報
告

集
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

山
田
委
員
長
は
「
組
合
員
・

Ｏ
Ｂ
、
そ
し
て
他
の
地
本
が

一
丸
と
な
っ
て
、
地
労
委
闘

争
を
闘
い
組
織
が
強
化
さ
れ

た
。
命
令
が
出
る
ま
ま
で
、

最
大
限
闘
う
」
と
決
意
を
述

べ
ま
し
た
。

カ
ッ
ト
地
労
委
は
、
２
０

０
７
年
年
末
手
当
、
２
０
０

８
年
夏
季
手
当
及
び
２
０
０

８
年
定
期
昇
給
を
カ
ッ
ト
さ

れ
た
こ
と
は
、
加
藤
誠
二
さ

ん
不
当
解
雇
撤
回
ス
ト
ラ
イ

キ
へ
の
報
復
だ
と
し
て
、
名

古
屋
地
本
が
２
０
０
８
年
10

月

日
に
愛
知
県
労
働
委
員

10
会
に
救
済
申
立
を
行
っ
た
事

件
で
す
。

２
０
０
８
年

月
９
日
の

12

第
１
回
調
査
を
皮
切
り
に
、

２
０
１
１
年
９
月

日
ま

26

で
、

回
の
調
査
が
開
催
さ

15

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
今
年

１
月

日
、
よ
う
や
く
第
１

23

回
証
人
審
問
が
始
ま
り
、
計

７
回
の
証
人
審
問
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
組
合
側
が
労
働

委
員
会
に
提
出
し
た
書
類

は
、
準
備
書
面

通
、
上
申

15

書
４
通
、
陳
述
書

通
と
い

26

う
膨
大
な
量
で
す
。

証
言
台
に
立
っ
た
組
合
員

は
、
丹
羽
成
生
さ
ん
、
谷
口

満
さ
ん
、
加
藤
正
利
さ
ん
、

荻
野
隆
一
さ
ん
、
吉
田
隆
夫

さ
ん
、
越
坂
武
さ
ん
、
そ
し

て
、
Ｏ
Ｂ
の
鈴
木
弘
さ
ん
の

７
名
で
、
会
社
の
不
当
性
を

堂
々
証
言
し
ま
し
た
。
７
回

開
催
さ
れ
た
証
人
審
問
に
参

加
し
た
組
合
員
は
、
名
古
屋

地
本
を
中
心
に
、
Ｏ
Ｂ
、
新

幹
線
地
本
、
静
岡
地
本
、
新

幹
線
関
西
地
本
を
含
め
、
述

べ
２
４
０
名
に
も
及
び
ま
し

た
。組

合
が
主
張
し
た
点
は
、

①
Ｊ
Ｒ
東
海
労
結
成
後
、
会

社
は
敵
視
姿
勢
を
貫
き
、
組

合
の
弱
体
化
を
目
的
し
て
数

々
の
不
当
労
働
行
為
を
繰
り

返
し
て
き
た
事
実
、
②
主
任

レ
ポ
ー
ト
や
時
系
列
等
報
告

書
に
反
対
し
て
い
た
Ｊ
Ｒ
東

海
労
の
運
動
方
針
に
対
す
る

報
復
（
当
時
、
主
任
レ
ポ
ー

ト
は
提
出
し
な
く
て
も
非
違

行
為
と
は
当
た
ら
な
い
こ
と

を
苦
情
処
理
会
議
の
中
で
労

使
で
確
認
し
て
い
た
）
、
③

加
藤
誠
二
さ
ん
の
不
当
解
雇

に
対
す
る
ス
ト
ラ
イ
キ
の

後
、
３
割
も
の
組
合
員
が
カ

ッ
ト
さ
れ
た
こ
と
は
、
報
復

攻
撃
で
あ
る
と
い
う
事
実
の

３
点
で
す
。

一
方
会
社
は
、
組
合
員
の

カ
ッ
ト
理
由
を
記
述
し
た
準

備
書
面
の
提
出
を
小
出
し
に

す
る
な
ど
、
時
間
稼
ぎ
を
し

て
き
ま
し
た
。
カ
ッ
ト
理
由

は
、
点
呼
、
添
乗
な
ど
に
お

け
る
注
意
指
導
を
「
非
違
行

為
」
と
大
き
く
描
き
出
し
、

「
不
良
社
員
」
の
レ
ッ
テ
ル

を
貼
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
間
の
証
人
審
問
で
明

ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
東

海
鉄
道
事
業
本
部
約
４
，
０

０
０
名
の
う
ち
、
期
末
手
当

カ
ッ
ト
者
は

～

名
、
定

40

50

期
昇
給
減
額
で
は

名
の
社

10

員
が
い
る
こ
と
い
う
事
実
で

す
（
第
２
回
審
問
・
中
村
明

彦
当
時
人
事
課
長
）
。
全
社

員
数
の
３
％
に
も
満
た
な
い

Ｊ
Ｒ
東
海
労
組
合
員
が
、
カ

ッ
ト
者
の
約
半
数
を
占
め
る

計
算
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

会
社
は
「
非
違
行
為
」
が
概

ね

件
で
期
末
手
当
カ
ッ
ト

10
の
対
象
と
す
る
と
い
う
主
張

を
し
て
い
ま
す
が
、
勤
務
態

度
（
５
Ｗ
１
Ｈ
方
式
で
記
入

さ
れ
た
注
意
指
導
）
を
入
力

し
た
全
社
員
の
デ
ー
タ
は
膨

大
な
量
で
、
社
員
一
人
平
均

に
直
す
と

件
よ
り
は
る
か

10

に
多
い
数
値
と
な
る
こ
と
も

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、

月
１
日
に
調

10

査
が
開
か
れ
、
最
終
準
備
書

面
を
提
出
し
た
後
、
命
令
が

出
さ
れ
る
予
定
で
す
。

に
原
発
の
再
稼
働
に
踏
み
切

っ
た
が
、
需
要
を
大
き
く
見

積
も
る
の
と
同
時
に
、
供
給

力
を
過
少
に
申
告
し
て
い
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き

た
▼
関
電
は
５
月
に
ま
と
め

た
試
算
で
、
原
発
ゼ
ロ
な
ら

７
月
後
半
は

％
の
電
力
不

8.2

足
が
生
じ
る
と
し
て
い
た

が
、
現
実
に
は
最
大
ピ
ー
ク

時
で
さ
え
電
力
に
は
余
裕
が

あ
り
、
更
に
、
大
飯
原
発
３

号
機
の
１
８
０
万

を
差
し

kw

引
い
て
も
余
裕
が
あ
っ
た
▼

７
月
５
日
に
大
飯
原
発
３
号

機
が
送
電
を
開
始
し
、
９
日

に
フ
ル
稼
働
に
入
っ
た
が
、

そ
の
一
方
で
７
月
６
～
９
日

に
か
け
て
合
計
８
基
の
火
力

発
電
所
の
運
転
を
停
止
し
て

お
り
、
こ
こ
に
関
電
の
電
力

不
足
の
演
出
が
あ
る
▼
７
月

日
に
今
夏
ピ
ー
ク
時
の
電

17力
需
要
が
最
大
と
な
っ
た

が
、
電
力
使
用
率
は
、
東
京

電
力
が

％
に
達
し
、
中
部

91

は

％
、
北
陸
で

％
を
記

92

90

録
し
た
。
し
か
し
、
需
要
が

厳
し
い
と
さ
れ
て
き
た
関
西

は

％
だ
っ
た
▼
８
月

89

22

日
、
作
家
の
大
江
健
三
郎
氏

ら
作
家
や
弁
護
士
ら
の
グ
ル

ー
プ
が
２
０
２
５
年
度
ま
で

の
で
き
る
限
り
早
い
時
期
に

全
原
子
力
発
電
所
を
廃
止
す

る
と
の
「
脱
原
発
基
本
法
」

制
定
を
目
指
し
「
脱
原
発
法

制
定
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

を
設
立
し
た
と
発
表
し
た
。

更
に
連
帯
し
て
反
原
発
の
闘

い
を
進
め
よ
う
！
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国
民
の
反
対
を
よ
そ
に

再
稼
働
し
た
大
飯
原

発
。
政
府
は
夏
場
の
電

力
不
足
を
理
由
に
強
引

汽 笛
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１
．
東
京
～
大
阪
の
建
設
費

用
は
９
兆
３
０
０
億
円
と

な
っ
て
い
る
が
、
建
設
資

金
の
調
達
方
法
、
返
済
計

画
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す

る
こ
と
。

２
．
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人

口
減
や
、
格
安
航
空
会
社

の
相
次
ぐ
就
航
、
新
東
名

高
速
道
路
の
建
設
と
開
通

な
ど
に
よ
り
、
リ
ニ
ア
中

央
新
幹
線
は
採
算
が
取
れ

な
い
と
判
断
せ
ざ
る
を
得

な
い
。
採
算
が
取
れ
る
と

い
う
根
拠
を
示
す
こ
と
。

な
お
こ
の
際
、
１
列
車
の

編
成
両
数
と
定
員
数
、
平

均
乗
車
率
、
年
間
収
入
の

見
込
み
を
示
す
こ
と
。

３
．
会
社
は
リ
ニ
ア
の
使
用

電
力
に
つ
い
て
「
電
力
会

社
の
余
剰
な
電
力
で
十
分

ま
か
な
え
る
」
と
の
見
解

を
示
し
た
。
し
か
し
、
福

島
第
一
原
発
事
故
以
来
、

各
電
力
会
社
は
節
電
を
強

く
要
請
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
中
、
大
電
力
を
消

費
す
る
リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
は
節
電
に
逆
行
す
る
ば

か
り
か
、
国
民
に
対
す
る

背
信
行
為
と
も
い
え
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
の
見
解
を

示
す
こ
と
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ

東
海
独
自
で
発
電
所
を
所

有
す
る
計
画
は
あ
る
の
か

明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

４
．
ト
ン
ネ
ル
工
事
で
排
出

さ
れ
る
土
砂
の
総
量
の
予

測
、
そ
の
搬
出
方
法
、
保

管
・
処
理
方
法
に
つ
い
て

明
ら
か
に
す
る
こ
と
。
ま

た
、
各
地
で
行
っ
て
い
る

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
の
結
果

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

な
お
、
場
所
に
よ
っ
て

は
重
金
属
汚
染
、
ウ
ラ
ン

鉱
床
に
よ
る
放
射
能
汚
染

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
対
処
方
法
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
。

５
．
計
画
沿
線
周
辺
に
は
中

央
構
造
線
、
静
岡
―
糸
魚

川
線
な
ど
多
く
の
活
断
層

が
あ
る
。
直
下
型
地
震
が

発
生
し
た
場
合
、
あ
る
い

は
何
ら
か
の
原
因
で
大
事

故
が
発
生
し
た
場
合
、
ど

の
よ
う
な
方
法
で
避
難
誘

導
す
る
の
か
明
ら
か
に
す

る
こ
と
。
ま
た
、
限
ら
れ

た
乗
務
員
で
多
く
の
乗
客

を
避
難
誘
導
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
対
応
で

き
る
と
い
う
根
拠
を
示
す

こ
と
。

６
．
会
社
は
昨
年
か
ら
、
各

地
区
で
環
境
影
響
評
価
ア

セ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
の

説
明
会
を
開
催
し
て
い

る
。
そ
の
際
、
ル
ー
ト
は

幅
３
㎞
を
示
し
、
具
体
的

に
特
定
で
き
る
場
所
が
示

さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、

関
係
自
治
体
の
環
境
影
響

評
価
審
議
と
意
見
書
の
提

出
を
受
け
、
今
後
、
関
係

地
域
の
環
境
影
響
調
査
を

行
い
、
計
画
準
備
書
を
作

成
し
関
係
自
治
体
に
提
出

す
る
と
い
う
流
れ
で
あ
る

と
聞
い
て
い
る
。
そ
の
際

に
正
式
な
ル
ー
ト
と
関
連

施
設
の
建
設
場
所
を
提
示

す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

以
下
に
つ
い
て
明
ら
か
に

す
る
こ
と
。

①
正
式
な
ル
ー
ト
と
関
連

施
設
の
建
設
場
所
を
提

示
し
た
後
に
、
関
係
自

治
体
の
意
見
書
が
提
出

さ
れ
る
の
が
本
来
の
流

れ
だ
と
い
え
る
。
上
記

の
流
れ
だ
と
す
る
と
、

順
序
が
逆
で
あ
る
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ

れ
に
つ
い
て
会
社
の
見

解
を
示
す
こ
と
。

②
関
係
自
治
体
か
ら
出
さ

れ
た
意
見
を
簡
潔
に
明

ら
か
に
す
る
こ
と
。

③
具
体
的
な
ル
ー
ト
、
駅
、

車
両
基
地
、
変
電
所
、

立
坑
な
ど
関
連
施
設
の

場
所
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
。

④
今
後
、
説
明
会
が
計
画

さ
れ
て
い
る
が
、
希
望

す
る
住
民
が
全
て
説
明

を
受
け
ら
れ
る
体
制
に

す
る
こ
と
。
ま
た
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
み
の

申
し
込
み
は
、
パ
ソ
コ

ン
を
所
持
し
な
い
住
民

を
排
除
す
る
も
の
だ
と

考
え
る
。
あ
ら
ゆ
る
広

報
手
段
に
よ
り
、
説
明

会
へ
の
参
加
を
呼
び
か

け
る
こ
と
。

７
．
大
深
度
地
下
の
上
の
住

民
、
立
坑
近
隣
の
住
民
、

明
か
り
部
分
の
線
路
脇
の

住
民
に
に
対
す
る
配
慮
は

考
え
て
い
る
の
か
明
ら
か

に
す
る
こ
と
。

動
・
市
民
運
動
に
命
を
か

け
、
不
屈
の
精
神
で
闘
っ
て

こ
ら
れ
た
活
動
家
で
す
。『
Ｊ

Ｒ
の
「
ド
ン
」
葛
西
の
野
望

を
警
戒
せ
よ
！
』
を
執
筆
し

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
２
０
０
９
年
８

月
に
開
催
さ
れ
た
東
部
地
区

９
条
連
主
催
の
「
沼
津
か
ら

は
じ
ま
る
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
平

和
と
未
来
へ
」
集
会
で
講
演

し
た
の
を
最
後
に
、
同
年
12

月

日
に
他
界
さ
れ
ま
し

26
た
。渡

辺
実
行
委
員
長
挨
拶
の

後
、
国
際
労
働
総
研
四
茂
野

編
集
長
か
ら
樋
口
篤
三
さ
ん

の
遺
稿
集
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
樋
口
篤
三
さ
ん
は
「
生

前
４
冊
の
本
を
出
す
」
と
言

い
残
し
実
現
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
書
く
予
定
で
あ
っ

た
４
冊
中
３
冊
分
の
内
容
が

２
冊
に
ま
と
め
ら
れ
、
こ
れ

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
続
い

て
、
樋
口
篤
三
さ
ん
の
奥
様

か
ら
、
生
前
の
樋
口
さ
ん
の

活
動
ス
タ
イ
ル
な
ど
に
つ
い

て
挨
拶
が
さ
れ
ま
し
た
。

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
東

京
大
学
名
誉
教
授
・
戸
塚
秀

夫
さ
ん
、
静
岡
県
東
部
地
区

９
条
連
世
話
人
・
村
松
一
成

さ
ん
、
樋
口
さ
ん
の
盟
友
の

奥
様
・
渡
辺
裕
子
さ
ん
、
加

藤
誠
二
さ
ん
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
報
告
が
さ
れ
ま

し
た
。

フ
リ
ー
ト
ー
ク
の
後
、
戦

略
・
戦
術
を
駆
使
し
て
闘
う

こ
と
が
全
体
で
確
認
さ
れ
、

集
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

（２）第３２５号 Ｊ Ｒ 東 海 労 ２０１２年（平成２４年）９月１日

「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
設
に
関
す
る
申
し
入
れ
」
提
出

本
部
は
８
月
８
日
、「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
設
に
関
す
る
申
し
入
れ
」(

申
第

号)
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を
会
社
に
提
出
し
ま
し
た
。

こ
の
申
し
入
れ
は
、
昨
年
９
月
会
社
が
行
っ
た
中
央
新
幹
線
環
境
影
響
評
価
方
法
書
の

説
明
会
に
お
い
て
、
地
元
の
自
治
体
や
住
民
か
ら
不
安
の
声
が
相
次
い
だ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
会
社
が
明
確
な
回
答
を
し
て
い
な
い
た
め
申
し
入
れ
た
も
の
で
す
。
Ｊ
Ｒ
東
海
労
は
、

こ
の
間
の
申
し
入
れ
に
対
す
る
労
使
協
議
の
場
が
一
度
も
開
催
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ

い
て
、
協
約
・
協
定
改
訂
の
団
体
交
渉
の
中
で
、
会
社
を
追
及
し
て
い
き
ま
す
。

申
し
入
れ
内
容
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

８
月

日
、
沼
津
労
政
会
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館
で
Ｊ
Ｒ
総
連
静
岡
県
協
と

静
岡
県
東
部
地
区
９
条
連
主

催
の
「
樋
口
篤
三
さ
ん
を
偲

び
、
平
和
と
未
来
を
語
る
会
」

が
開
催
さ
れ
、

名
が
参
加

50

し
ま
し
た
。
静
岡
地
本
は
Ｏ

Ｂ
を
含
め
積
極
的
に
参
加

し
、
ま
た
、
準
備
も
進
め
て

き
ま
し
た
。

樋
口
篤
三
さ
ん
は
、
沼
津

市
の
出
身
で
、
生
涯
労
働
運

樋口さんの遺志を後世に！
「樋口篤三さんを偲び、

平和と未来を語る会」開催

夏だ！キャンプだ！
各地でサマーキャンプ開催

挨拶する樋口篤三さんの奥様

静岡地本はＪＲ貨物労組静
岡支部と合同で開催（8/4~5）
【静岡梅ヶ島キャンプ場】

名古屋地本キャンプ（8/27~28）
【駒ヶ根キャンプセンター】


